令和２年度　栃木県中学校長会運営方針並びに活動の重点（案）

教育環境が変化する中，中学校教育が果たす役割と責任を深く認識し，本県中学校教育の一層の充実発展を目指し，次に示す運営方針，活動の重点，研究の在り方に基づき本会の運営に当たる。

Ⅰ　運営方針

１　新学習指導要領の趣旨を踏まえ，教育のあるべき姿を大切にしながら，現状に即したよりよい改革を進め，県民の信託に応える中学校教育の推進に努める。

２　本会の機能を充実し，組織的な活動を行い，目的の達成に努める。

３　関係諸機関及び団体との連携を密にし，円滑な活動の推進に努める。

４　組織及び事業の在り方について検討し，本会活動のスリム化に努める。

５　各地区並びに市町校長会の独自性を生かしながら，連携を図った活動の充実に努める。

Ⅱ　活動の重点

１　組織を生かした活動の充実と活性化に努める。

(1) 本会活動の見直しと改善
(2) 各専門部の機能の充実

(3) 各地区校長会・市町校長会と密接な連携を図った活動の推進

(4) 小学校長会及び高等学校長会との連携した活動の推進
(5) 全日本・関東甲信越地区中学校長会研究協議会など各種研究大会での成果の活用
　　　　　　
2　多様な教育活動を推進するために，教育諸条件の整備・充実に努める。
(1) 教職員の勤務諸条件の維持向上並びに働き方改革に向けた対策の推進

(2) 確かな学力の定着と豊かな心の育成に資する諸条件の整備・充実
(3) たくましく生きるための健康や体力の育成に資する諸条件の整備・充実 
(4) 地域の人的・物的教育資源の活用推進のための施設・設備の充実

 (5) 帰国・外国人生徒の教育に資する諸条件の整備・充実

(6) インクルーシブ教育の視点に立った特別支援教育の充実
　(7) キャリア教育の視点に立った進路指導のための諸条件の整備・充実

 (8) 学校生活への適応指導に資するスクールカウンセラー等の有効活用と諸条件の整備

(9) 部活動の適切な運営と諸条件の整備　
(10) 栃木県立高等学校入学者選抜制度に対する意見の集約と提案
(11) ネット上のトラブル対策等を含むいじめ防止策の推進に資する諸条件の整備・充実

３　持続可能な社会の実現に向けて，学校教育の充実に努める。
(1) 感染症対策を含む防災教育の充実
(2) 臨時休業の長期化に伴って生じる学力保障や健康維持等の課題への対応　
